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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

日 曜 日 の 街 の 顔 は

た に 街 に 行 か な い 。 人 が 多 く 混 雑 し てい る か ら で あ る 。 平 日 は 、 人 通 り も ほど 良 く 、 喫 茶 店 に 入 っ て も す ん な り と希 望 の 席 に 座 れ る 。 備 え 付 け の 新 聞 も雑 誌 も ゆ っ く り と 読 め る 。　
先 日 用 が あ り 祝 日 に 街 に 出 か け た 。

い つ も の 喫 茶 店 に 入 っ た ら 七 割 の 席 が埋 ま っ て い た 。 若 い 人 が 多 か っ た ので 、 止 め よ う か と 思 っ た が 、 コ ー ヒ ーの 香 り に 惹 か れ て 隅 の 席 に 座 っ た 。　
私 の 右 隣 は 二 十 代 前 半 の 女 性 の 二 人

連 れ 。 苺 山 盛 り の パ フ ェ を 食 べ て いる 。 聞 こ え て く る の は 恋 の 話 。 交 際 中

　
日 曜 日 の 商 店 街 は い つ も

の 顔 を し て い な い 。　
私 は 土 日 や 祝 日 に は め っ

の 彼 と う ま く い っ て い な い の で 、 どう し よ う か と い う 相 談 を 、 丸 顔 の 女性 が 面 長 の 女 性 に し て い る 。 彼 は 浮気 者 ら し い 。 左 隣 の 三 十 代 の 女 性 三人 組 は 、 舅 姑 の 話 。 彼 女 達 の 言 う 対象 者 は ど う も 七 十 代 後 半 ら し い 。 私と 同 世 代 ！

　
さ て 、 舅 姑 達 の 何 が 気

に 障 る の か 、 聞 き 耳 を 立 て る 。　
平 日 の 喫 茶 店 は こ う で あ る 。 私 が

店 に 行 く と 、 い つ も 高 齢 男 性 二 人 ゆで 卵 を 食 べ な が ら お し ゃ べ り し て いる 。  「 今 こ こ に あ っ た 眼 鏡 が な い

 

！ 」  「 な い ？

　
頭 の 上 に あ る じ ゃ な

い か 」  「 ハ ッ ハ ハ ッ 。 こ り ゃ い け んわ 」  。 思 わ ず 私 も 笑 う 。 静 か で あ る 。　
日 曜 日 の 街 の 顔 は い つ も と 違 う 。

興 奮 し て 、 高 ぶ っ て い る 。

小 曽 根 真 と N o N a m e H or s e s の メ ン バ ー
 © R y ot a M ori

り の ベ ス ト アル バ ム 「 Ｕ ｎｔ ｉ ｌ

 

Ｗ ｅ

 

Ｖ ａ ｎ ｉ ｓ ｈ

 

1 5×

1 5」 を ひ

っ さ げ て 来 山す る 。　
小 曽 根 は 、

１ ９ ８ ３ 年 にバ ー ク リ ー 音楽 大 の ジ ャ ズ

ク ・ フ ィ ル ハ ー モ ニ ッ クの ア ジ ア ・ ツ ア ー に 初 の日 本 人 ジ ャ ズ ピ ア ニ ス トと し て 抜 擢 さ れ 、 サ ン フラ ン シ ス コ 交 響 楽 団 、 ＮＤ Ｒ （ 北 ド イ ツ ） エ ル プフ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽団 の 公 演 に も 出 演 し た 。自 身 が 還 暦 を 迎 え た 昨 年に リ リ ー ス し た ア ル バ ム「 Ｏ Ｚ Ｏ Ｎ Ｅ

 

6 0」  （ ２ 枚

組 ） に は 、 １ 枚 目 に ク ラシ ッ ク と 即 興 、 ２ 枚 目 にジ ャ ズ が 収 録 さ れ て いる 。

1 8年 に 紫 綬 褒 章 を 受

章 。　 「 Ｎ ｏ
 

Ｎ ａ ｍ ｅ

 

Ｈ ｏ

ｒ ｓ ｅ ｓ 」 の メ ン バ ーは 、 い ず れ も 日 本 を 代 表す る ミ ュ ー ジ シ ャ ン 。 国内 ツ ア ー の み な ら ず 、 米ニ ュ ー ヨ ー ク で 開 催 さ れる 世 界 最 大 級 の ジ ャ ズ ・コ ン ベ ン シ ョ ン 「 Ｉ Ａ ＪＥ

 （ 国 際 ジ ャ ズ 教 育 協

会 ）  」  、 フ ラ ン ス の 「 ラ ロッ ク ・ ダ ン テ ロ ン ピ ア ノ音 楽 祭 」 な ど に も 出 演 した 。

1 8年 に は 、 日 仏 の 文

化 交 流 イ ベ ン ト 「 ジ ャ ポニ ス ム ２ ０ １ ８ 」 に お いて パ リ 公 演 を 成 功 さ せ るな ど 、 活 躍 の 幅 を 広 げ てい る 。　
全 席 指 定 で 前 売 券 は 、

一 般 ５ 千 円 、 学 生 ２ ５ ００ 円 。 山 口 市 民 会 館 、 ＹＣ Ａ Ｍ 、 山 口 井 筒 屋 、 三好 屋 レ コ ー ド 店 、 チ ケ ット ぴ あ （ Ｐ コ ー ド ２ １ ３

－

７ ０ ８ ）  、 ロ ー ソ ン チ
ケ ッ ト （ Ｌ コ ー ド

　
６ ３

１ ５ ３ ） な ど で 購 入 で きる 。 当 日 券 は 各 ５ ０ ０ 円増 。 未 就 学 児 入 場 不 可で 、 託 児 サ ー ビ ス （ 有料 ） の 利 用 は 、 同

1 8日

（ 土 ）  ま で に 同 館 （

☎
０ ８

３

－

９ ２ ３

－

１ ０ ０ ０ ）

へ 。

れ る 。　
今 回 の コ ン サ ー ト は 、

「 Ｎ ｏ

 

Ｎ ａ ｍ ｅ

 

Ｈ ｏ ｒ

ｓ ｅ ｓ 」 が 結 成

1 5周 年 を

迎 え た

2 0年 に 予 定 さ れ て

い た 全 国 ツ ア ー の 〝 リ ベン ジ 〞  。 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス に よ る 行 動 や イ ベ ント 開 催 の 制 限 も 緩 和 さ れた ２ 年 後 の 今 年 、  「 小 曽根 真

 
ｆ ｅ ａ ｔ ｕ ｒ ｉ ｎ

ｇ
　
Ｎ ｏ

 
Ｎ ａ ｍ ｅ

 

Ｈ ｏ

ｒ ｓ ｅ ｓ 」 名 義 で 今 月 ８日 に リ リ ー ス さ れ た ば か

作 ・ 編 曲 科 を 首 席 で 卒業 。 同 年 、 米 Ｃ Ｂ Ｓ と 日本 人 初 の レ コ ー ド 専 属 契約 を 結 び 、 ア ル バ ム 「 ＯＺ Ｏ Ｎ Ｅ 」 で 世 界 デ ビ ュー を 果 た し た 。 ジ ャ ズ の分 野 に と ど ま ら ず 、 ク ラシ ッ ク 音 楽 に も 本 格 的 に取 り 組 み 、 ニ ュ ー ヨ ー

　
２ ０ ０ ３ 年 の 第

4 5回 グ

ラ ミ ー 賞 に ノ ミ ネ ー ト され る な ど 、 世 界 で 活 躍 を続 け て い る ジ ャ ズ ピ ア ノス ト ・ 小 曽 根 真 と 、 彼 がリ ー ダ ー を 務 め 総 勢

1 5人

の ト ッ プ ミ ュ ー ジ シ ャ ンで 結 成 さ れ る ビ ッ グ バ ンド 「 Ｎ ｏ

 

Ｎ ａ ｍ ｅ

 

Ｈ ｏ

ｒ ｓ ｅ ｓ 」 に よ る ジ ャ ズコ ン サ ー ト 「 Ｔ Ｈ Ｅ

 

Ｂ

Ｅ Ｓ Ｔ 」 が 、

2 5日  （ 土 ）  午

後 ５ 時 か ら 山 口 市 民 会 館（ 山 口 市 中 央 ２ ） で 開 か

ビ  ッ  グ バ  ン ド 結 成

1 5年 を 記 念 し て 全 国 ツ  ア ー 山 口 で も

小 曽 根 真 ジ ャ ズ  コ ン サ ー ト  「 Ｔ Ｈ Ｅ

 

Ｂ Ｅ Ｓ Ｔ 」

2 5 日



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ６ 月 １ １ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

本 間 希 樹 国 立 天 文 台 水 沢 V L BI
観 測 所 所 長

新 沼 浩 太 郎 山 口 大 学 大 学 院 教 授

前 回 （ 2 0 1 9 年 ） の 様 子

「 時 間 学 シ ン ポ ジ ウ ム 」 山 口 大 学 で
最 新 の ブ ラ ッ ク ホ ー ル 研 究 に つ い て 聴 く

1 8 日

け で な く 、 オ ン ラ イ ン でも 聴 講 で き る 。 い ず れ も無 料 。　
今 回 の シ ン ポ ジ ウ ム で

は 、 ブ ラ ッ ク ホ ー ル の 研究 紹 介 を 通 じ て 、 私 た ちの 日 常 生 活 の 時 間 ス ケ ール か ら 大 き く 離 れ た 宇 宙に お け る 時 間 や 現 象 の 存在 に つ い て 、 ま た そ れ を理 解 し よ う と 努 力 し て いる 人 々 の 様 子 を 知 る こ とが で き る 。　
ま ず 、 山 口 大 学 大 学 院

教 授 で 時 間 学 研 究 所 兼 務所 員 の 新 沼 浩 太 郎 さ ん が「 ブ ラ ッ ク ホ ー ル か ら 飛び 出 す 物 質 『 ジ ェ ット 』  」 に つ い て 話 す 。　
続 い て 、 国 立 天 文 台 水

沢 Ｖ Ｌ Ｂ Ｉ 観 測 所 所 長 ・教 授 の 本 間 希 樹 さ ん が「 人 類 が 初 め て 見 た ブ ラッ ク ホ ー ル の 姿 」 の 演 題で 講 演 。 本 間 さ ん は 、 超高 分 解 能 電 波 観 測 に よ る銀 河 系 天 文 学 を 専 門 とし 、 特 に 、 銀 河 系 の 構 造研 究 と 、 巨 大 ブ ラ ッ ク ホー ル の 研 究 を し て い る 。世 界 各 地 に 点 在 す る 電 波望 遠 鏡 を 結 合 さ せ て 、 地

球 サ イ ズ の 口 径 を 持 つ 仮想 的 な 電 波 望 遠 鏡 を 作 る「 イ ベ ン ト ・ ホ ラ イ ズ ン ・テ レ ス コ ー プ （ Ｅ Ｈ Ｔ ）プ ロ ジ ェ ク ト 」 に 日 本 側の 責 任 者 と し て 参 加 。 同プ ロ ジ ェ ク ト は ２ ０ １ ９年 ４ 月 、 地 球 か ら ５ ５ ００ 万 光 年 離 れ た 楕 円 銀 河Ｍ

8 7の 中 心 に あ る ブ ラ ッ

ク ホ ー ル の 撮 影 に 、 人 類史 上 初 め て 成 功 し た 。　
会 場 で の 聴 講 の 定 員 は

２ ０ ０ 人 （ 先 着 ） で 、 同研 究 所 ウ ェ ブ サ イ ト の 専用 フ ォ ー ム （
https://

ds23e.cc.ya
maguchi-u.

ac.jp/~ji
mu/for

m/?en
= 

220422134845
） か ら の

事 前 申 し 込 み が 必 要 。 オン ラ イ ン 聴 講 は 申 し 込 み

　
市 民 向 け 公 開 学 術 シ ン

ポ ジ ウ ム 「 ブ ラ ッ ク ホ ール の 研 究 最 前 線 」 が 、

1 8

日  （ 土 ）  午 後 ２ 時 半 か ら ５時 ま で 、 山 口 大 大 学 会 館大 ホ ー ル （ 山 口 市 吉 田 ）で 開 か れ る 。 主 催 は 同 大時 間 学 研 究 所 で 、 会 場 だ

文 系 ・ 理 系 の 枠 を 超 え た研 究 や 、 そ の 成 果 を 大 学に 留 め る の で は な く 、 広く 社 会 に 還 元 す る こ と を目 指 し て い る 。　
問 い 合 わ せ は 同 研 究 所

（ ☎ ０ ８ ３

－

９ ３ ３

－

５

８ ４ ８ ） へ 。

不 要 で 、 配 信 先 Ｕ Ｒ Ｌ は当 日 の 朝 、 同 研 究 所 の ウェ ブ サ イ ト （

http://

w
w

w/rits.ya
maguchi-u.

ac.jp/

） に 掲 載 さ れ る 。

　
同 研 究 所 は 、 数 学 者 の

広 中 平 祐 氏 が 同 大 学 長 時の ２ ０ ０ ０ 年 に 設 立 さ れた 。  「 時 間 」 に 関 し て 、

　
県 警 音 楽 隊 に よ る 「 ビ

ッ グ シ ェ ル 演 奏 会 」 が 、き ょ う

1 1日 午 後 ２ 時 か

ら 、 維 新 百 年 記 念 公 園 野外 音 楽 堂 （ ビ ッ グ シ ェル 、 山 口 市 維 新 公 園 ３ ）で 開 催 さ れ る 。 入 場 無料 。　
同 隊 は 県 民 と 警 察 を 結

ぶ 「 音 の 架 け 橋 」 と して 、 交 通 安 全 の 啓 発 行 事や 学 校 ・ 福 祉 施 設 で の 演奏 活 動 を 行 っ て い る 。 ビッ グ シ ェ ル 演 奏 会 へ の 出演 は ３ 年 ぶ り で 、 山 口 市消 防 音 楽 隊 も 賛 助 出 演 する 。　
コ ン サ ー ト は ２ 部 か ら

な り 、 第 １ 部 は 単 独 ス テー ジ 。 ま ず 、 市 消 防 音 楽隊 が 「 ス モ ー ク ・ オ ン ・ザ ・ ウ ォ ー タ ー 」  「 バ ッ

ク ド ラ フト 」 な ど を演 奏 。 続 いて 県 警 音 楽隊 が 「 夢 をあ き ら め ない で 」  「 昭和 ア イ ド ルコ レ ク シ ョン ２ 」  「 演歌 メ ド レ ーｖ ｏ ｌ ．４ 」 を 演奏 。 昭 和 から 令 和 まで 、 幅 広 い年 代 に 親 し み の あ る 曲 を演 奏 す る 。　
第 ２ 部 は 合 同 ス テ ー

ジ 。 行 進 曲 「 海 を 越 え る握 手 」  「 青 春 の 輝 き （ アル ト サ ッ ク ス ソ ロ ）  」  「 残

響 散 歌 」 な ど が 披 露 さ れる 。　
問 い 合 わ せ は 、 主 催 の

県 施 設 管 理 財 団 （

☎
０ ８

３

－

９ ２ ２

－

３ ７ １ ２ ）

へ 。

県 警 音 楽 隊 ら が 出 演

維 新 公 園 で  「 ビ  ッ  グ シ  ェ  ル 演 奏 会 」
き ょ う

 １ 行 記 事　 あ す １ ２ 日 、 山 口 市 中 心 商 店 街 で 旬 の 農 林 水 産 物 や 加 工 品 が 販 売 さ れ る 「 あ ぐ ま る や ま ぐ ち 」 。 午 前 １ １ 時 と 午 後 ３ 時 か ら は 花 の 苗 ３ ０ ０ セ ッ ト プ レ ゼ ン ト 。

　
前 節 の 群 馬 戦 は 先 制 さ

れ る も 直 後 に Ｐ Ｋ で 追 いつ き 、 ＃

1 9沼 田 選 手 が 終

了 間 際 に 得 点 。 ２

－

１

で 勝 利 を 飾 り ま し た ！

　

天 皇 杯 ２ 回 戦 で も 決 勝 ゴー ル を あ げ て い る 沼 田 選手 に つ い て 名 塚 監 督 は「 点 を 取 る の は 最 後 は 一人 だ が 、 そ れ ま で の 過 程が あ る 。 チ ー ム 全 員 で 取

っ た 点 だ と 思 っ て い るが 、 最 後 を 決 め 切 る と ころ に 関 し て は よ く や っ てく れ た 」 と コ メ ン ト 。　
あ す ６ 月

1 2日 も ホ ー ム

開 催 で 岡 山 と リ ー グ 戦 を戦 い 、 ６ 月

2 2日 に は タ レ

ン ト 揃 い の Ｊ １ ヴ ィ ッ セル 神 戸 と 天 皇 杯 ３ 回 戦 で激 突 し ま す 。 是 非 み ら スタ で 選 手 の 雄 姿 を ！
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開 花 時 期 を 迎 え た 棯 畑 の
自 生 地 （ ５ 月 1 4 日 撮 影  ）

棯 う つ ぎ は た

畑 に 自 生 す る  ノ  ハ  ナ シ  ョ  ウ ブ

る 。 約 １ ５ ０ ０ 平 方 ㍍に わ た っ て 群 生 し 、 ５月 か ら ６ 月 に か け て 見ご ろ を 迎 え る 。 ノ ハ ナシ ョ ウ ブ の 花 弁 は 通常 、 赤 紫 色 が 一 般 的 だが 、 こ こ の 花 は 桃 、白 、 黄 、 紫 な ど が あり 、 変 種 の 形 態 も み られ て 学 術 的 に 貴 重 な 品種 と さ れ て い る 。　
１ ９ ６ ９ 年 に 県 天 然

記 念 物 に 指 定 さ れ 、 フェ ン ス で 囲 わ れ て い るが 、 外 か ら の 鑑 賞 は 自由 に で き る 。

　
菖 蒲 園 な ど で 様 々 な

品 種 が 鑑 賞 で き る ハ ナシ ョ ウ ブ は 、 野 生 種 のノ ハ ナ シ ョ ウ ブ が 改 良さ れ て 誕 生 し た 。　
山 口 市 棯 畑 の 山 中 、

標 高 約 ３ ８ ０ ㍍ の 湿 地帯 に ノ ハ ナ シ ョ ウ ブ が自 生 し て い る 場 所 が あ

N o. 2 4 4

小 鯖

　
ア ヤ メ 科 の 多 年 草 で 初 夏 に 花 を 咲 か せ る ハ

ナ シ ョ ウ ブ 。 山 口 市 小

鯖
地 域 に 、 野 生 種 が 自

生 す る 場 所 が あ る 。

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら ５ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 １ １ ８ 件 、 死 者 数 ３ 人 、 負 傷 者 数 １ ２ ９ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ６ 件 増 、 １ 人 増 、 増 減 な し だ っ た 。

Ｑ . ニ キ ビ の 治 療 に つ い て 教 え て く だ さ いＡ .

日 本 で は ２ ０ ０ ８ 年 に デ ィ フ ェ リ ン ゲ ル が

処 方 出 来 る よ う に な っ た こ と 、 そ の 後 、 さ ら にべ ピ オ ゲ ル 、 エ ピ デ ュ オ ゲ ル な ど が 加 わ っ た こと に よ り 、 以 前 と 比 べ て 格 段 に ニ キ ビ 治 療 が スム ー ズ に 行 く こ と が 多 く な っ て い ま す 。　
べ ピ オ ゲ ル 、 デ ィ フ ェ リ ン ゲ ル 、 エ ピ デ ュ オ

ゲ ル は そ れ ぞ れ 毛 穴 の 詰 ま り を 改 善 す る 作 用 のあ る 薬 で あ る た め 、 ニ キ ビ を 治 す だ け で は なく 、 予 防 も し て く れ ま す 。　
臨 床 デ ー タ で も 他 薬 剤 と 比 べ て 抜 群 の 治 療 成

績 が あ る 薬 剤 で す が 、 使 い 始 め に ヒ リ ヒ リ 感 ・赤 み な ど が 出 る 方 も い て 、 そ の 点 が ネ ッ ク と なる こ と も あ り ま す 。　
し か し 、 継 続 し て 使 用 す る こ と で 肌 が 慣 れ て

い く 方 が 大 多 数 で あ る こ と 、 治 療 効 果 が 他 薬 剤と 比 較 し て か な り 高 い こ と か ら 、 少 し 頑 張 っ て継 続 い た だ け た ら と 考 え ま す 。　
初 回 処 方 の 際 に は 、 看 護 師 に よ る 使 い 方 の ポ

イ ン ト 指 導 を 行 う ク リ ニッ ク も あ り ま す 。 ぜ ひ 、お 近 く の 皮 膚 科 へ ご 相 談く だ さ い 。

林

 亜 矢 子

 院 長

も み の 木 皮 ふ 科 ク リ ニ ッ クＴ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ７ ６

－

１ ２ １ ４

Ｑ . 一 人 暮 ら し の 母 ︵

7 6歳 ︶ に 不 可 解 な 言 動 や

異 常 な 動 作 が 見 ら れ る よ う に な り ま し た 。 認 知症 で は な く 高 齢 者 て ん か ん と 診 断 さ れ ま し た 。﹁ 高 齢 者 て ん か ん ﹂ に つ い て 教 え て く だ さ い 。Ａ .

6 5歳 以 上 の 高 齢 者 に 初 発 し 、 発 症 率 は １ ０

０ 人 に １ ～ ２ 人 の 「 高 齢 者 て ん か ん 」 は 静 か で地 味 な 発 作 で あ り 、 ふ い に 意 識 を 失 っ て 数 十 秒程 度 動 作 が 停 止 し 、 そ れ か ら 回 復 に 向 か う 過 程で 数 分 か ら 数 時 間 と き に は 数 十 時 間 に わ た り 意識 が も う ろ う と し た 状 態 が 続 き ま す 。 そ の 時 の様 子 が 似 て い る こ と か ら 認 知 症 と 間 違 え ら れ ます 。　
本 疾 患 は 抗 て ん か ん 薬 で 発 作 が コ ン ト ロ ー ル

さ れ 治 せ る 病 気 で す が 、 本 人 に は 自 覚 が な く 診断 が 難 し い 病 気 で す 。　
上 記 の 発 作 時 に は 、 多 く の 場 合 わ ず か に 口 元

が も ぐ も ぐ 動 い た り 、 手 足 が 勝 手 に 動 い た り する 「 自 動 症 」 が み ら れ ま す 。 ご 家 族 や 身 近 に おら れ る 方 が こ の よ う な 発 作 時 の 状 況 を 観 察 さ

れ 、 ま た は 動 画 に 撮 影 して お 話 し い た だ け れ ば 本疾 患 を 疑 う こ と が で き ます 。

亀 田

 秀 樹

 副 院 長

あ ん の 循 環 器 内 科Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ４

－

１ １ ５ １

「 ２ ０ ２ ２ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」 受 賞 作 品 紹 介

優 秀 賞 「 悠 久 の 地 球 」
幾 年 も 前 か ら 形 成 さ れ た 地 形 と 宇 宙 の 星 た ち 。2 0 2 2 年 が 希 望 に 溢 れ た 年 に
な る よ う 、 新 年 の 幕 開 け に 願 い 事 を し た く な る よ う な 写 真 を と 思 い 選 び ま し た 。

撮 影 者 ： 白 石 健 太 さ ん （ 宇 部 市 ） 　 撮 影 日 ： 2 0 2 1 年 6 月 7 日 　 撮 影 場 所: 秋 吉 台 展 望 台 （ 美 祢 市 ）

※ す べ て の 受 賞 作 品 は 、 サ ン デ ー 山 口 ウ ェ ブ サ イ ト（ htt p s: / / w w w. s u n d a y- y a m a g u c hi. 　
c o.j p / s hi n n e n / 2 0 2 2 _ s hi n n e n _ p h ot o _ wi n ni n g. p h p ） で も ご 覧 い た だ け ま す 。



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ６ 月 １ １ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


